
お知らせ

9 8

お知
らせ

市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

広報 

2008.1.1発行

　

現
在
の
老
人
保
健
制
度
に
代
わ
る
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
は
、
被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
保
険
料
を
負
担
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
保
険
料

率
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
議会事務局☎43-5005
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
会計課☎50-3040

　

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
平
成
20

年
１
月
11
日
か
ら
変
わ
り
ま
す
。

　

主
な
改
正
内
容
は
、
①
保
護

命
令
制
度
の
拡
充
②
市
町
村
に

対
す
る
基
本
計
画
策
定
の
努
力
義

務
等
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
詳

し
く
は
、
内
閣
府
の
配
偶
者
か

ら
の
暴
力
被
害
者
支
援
情
報
サ

イ

ト
（h

ttp
://w
w
w
.gen

d
er.

go
.jp
/e-vaw

/in
d
ex.h

tm

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
福
祉
課
☎
44
・
３
０
０
２

市民懇談会
「議員定数等を考える集い」
　南あわじ市議会では、議員の定数等を調査研究するため、

議員定数等調査特別委員会を設置しています。このたび、

市民の皆さま方と共に意見を交換できる機会として、市民

懇談会を開催します。

　懇談会は市内５か所で開催しますので、ご都合のよい会

場へお越しください。

問議会事務局☎43-5005

保
険
料
率

▽
均
等
割
額　

４
３
，
９
２
４
円

▽
所
得
割
額　

８
・
０
７
％

保
険
料
額

　

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
で
等
し

く
負
担
す
る
応
益
分
（
被
保
険
者

均
等
割
額
）
と
、
所
得
に
応
じ
て

平
成
20
年
４
月
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

負
担
す
る
応
能
分
（
所
得
割
額
）

の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。
所
得
割

額
の
算
定
対
象
所
得
は
、
旧
た
だ

し
書
所
得
（
総
所
得
金
額
等
に
基

礎
控
除
33
万
円
を
差
し
引
い
た

額
）
を
基
準
と
し
ま
す
。（
表
）

　

保
険
料
額
は
年
50
万
円
が
上
限

と
な
り
ま
す
。

【
参
考
】

　

一
人
当
た
り
平
均
保
険
料
額

　

▽
年
額　

８
１
，
４
０
０
円

　

▽
月
額　
　

６
，
７
８
３
円

保
険
料
の
軽
減

▽
低
所
得
者
へ
の
軽
減

　

同
一
世
帯
内
の
被
保
険
者
及
び

世
帯
主
の
総
所
得
金
額
等
に
応
じ

て
、
保
険
料
の
応
益
分
（
被
保
険

者
均
等
割
額
）
に
つ
い
て
保
険
料

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

所
得
が
確
認
で
き
て
い
る
被
保

険
者
に
つ
い
て
は
、
申
請
の
必
要

が
な
く
適
用
さ
れ
ま
す
。
未
申
告

等
で
所
得
が
確
認
で
き
て
い
な
い

被
保
険
者
は
、
簡
易
申
告
等
が
必

要
に
な
り
ま
す
（
同
一
世
帯
の
世

帯
主
も
所
得
の
確
認
が
必
要
）。

　

軽
減
の
割
合
は
、
同
一
世
帯
内

の
被
保
険
者
及
び
世
帯
主
の
総
所

得
金
額
等
を
も
と
に
左
表
の
基
準

に
よ
り
ま
す
。

▽
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
へ
の

軽
減

　

資
格
取
得
日
の
前
日
に
お
い
て

被
用
者
保
険
（
健
保
、
船
保
、
各

共
済
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人

は
、
資
格
取
得
日
の
属
す
る
月
以

降
２
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
の
間

に
限
り
、
被
保
険
者
均
等
割
額
の

５
割
が
軽
減
さ
れ
、
所
得
割
は
課

せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
20
年
４
月
か
ら
９
月

ま
で
は
保
険
料
を
徴
収
せ
ず
、
20

年
10
月
か
ら
21
年
３
月
ま
で
は
９

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方

　

現
在
の
65
歳
以
上
の
介
護
保
険

料
の
納
め
方
と
同
様
に
、
原
則
と

し
て
、
年
金
か
ら
保
険
料
が
支
払

わ
れ
ま
す
（
特
別
徴
収
）。

　

た
だ
し
、
次
の
人
は
、
年
金
か

ら
の
徴
収
は
行
わ
れ
ず
、
納
付
書

や
口
座
振
替
等
に
よ
り
、
市
に
対

し
、
個
別
に
納
め
て
い
た
だ
き
ま

す
（
普
通
徴
収
）。
①
年
金
額
が

年
額
18
万
円
未
満
の
人
②
介
護
保

険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
合
わ
せ
た
額
が
、
年
金
額
の
２

分
の
１
を
超
え
る
人
③
20
年
４
月

２
日
以
降
に
新
た
に
資
格
を
得
る

人
（
一
定
期
間
、
普
通
徴
収
）。

　

な
お
、
現
在
、
加
入
さ
れ
て
い

る
国
民
健
康
保
険
の
保
険
税
や
、

会
社
の
健
康
保
険
の
保
険
料
に
代

わ
っ
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
加
入
さ
れ
て
い
る
医
療
保
険

の
資
格
は
喪
失
し
ま
す
。
保
険
料

が
二
重
に
か
か
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

納
付
の
開
始
時
期

▽
特
別
徴
収
の
人　

20
年
４
月
１

日
現
在
で
75
歳
以
上
の
人
で

あ
っ
て
、
年
金
か
ら
の
徴
収
の

対
象
と
な
る
人
に
つ
い
て
は
、

20
年
４
月
支
給
分
の
年
金
か

ら
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

▽
普
通
徴
収
の
人　

20
年
７
月
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
予
定
で

す
（
今
後
、
市
の
条
例
で
納
期

を
決
定
し
ま
す
）。

保
険
料
額
の
通
知

　

保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
は
20

年
７
月
に
送
付
し
ま
す
。（
特
別

徴
収
の
人
は
、
仮
徴
収
額
の
決
定

通
知
書
を
20
年
４
月
初
旬
に
送
付
）

被
保
険
者
証
の
送
付

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
新
し
い
被

保
険
者
証
は
20
年
３
月
下
旬
に
送

付
し
ま
す
（
申
請
手
続
き
不
要
）。

　

20
年
４
月
１
日
以
降
に
医
療
を

受
け
る
場
合
は
、
新
し
い
被
保

険
者
証
で
医
療
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

問
兵
庫
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局
☎
０
７
８
・
３
２ 

６
・
２
６
１
２
、
南
あ
わ
じ
市

保
険
課
☎
44
・
３
０
０
３

対
象
は
75
歳
以
上
（
一
定
の
障
害
が
あ
る
人
で
広
域
連
合
で
認
定
を
受
け
た
65
歳
以
上
）
の
人

20
・
21
年
度
の
保
険
料
率
が
決
定

７割軽減 基礎控除額（33万円）以下

５割軽減

基礎控除額（33万円）＋
24.5 万円×被保険者数（被
保険者である当該世帯主を
除く）以下

２割軽減
基礎控除額（33万円）＋
35万円×被保険者数　以下

※国民健康保険と同様、当分の間、年金収入につき公
　的年金等控除を受けた人は、高齢者特別控除（総所
　得金額等から15万円を控除）が適用されます。

低所得者への軽減割合

一人当たりの保険料額＝

＋
均等割額  　43,924円

所得割額
（前年の総所得金額等
ー基礎控除33万円）

× 8.07％

( 年額 )
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

　
　
　
　
　
登
載
申
請
書
に
つ
い
て

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
登
載
申
請
書
に
基
づ
い
て
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
で
調
製
し
、
３

月
31
日
を
も
っ
て
確
定
。
翌
年
３

月
30
日
ま
で
の
１
年
間
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
に
使
わ
れ
ま
す
。

　

登
載
申
請
書
は
、
12
月
に
農
会

長
等
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

市
役
所
へ
の
提
出
期
限
は
、
１

月
10
日
ま
で
で
す
。
記
載
例
を
参

考
に
記
入
の
う
え
、
押
印
し
て
農

会
長
（
灘
地
区
は
自
治
会
長
）
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
選
挙
権
お
よ
び
被
選
挙

権
を
有
す
る
に
は
、
次
の
要
件
を

全
て
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
②
年
齢

が
平
成
20
年
３
月
31
日
現
在
で
満

20
歳
以
上
③
10
ア
ー
ル
以
上
の
農

地
に
つ
き
耕
作
す
る
方
、
若
し
く

は
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶

者
で
耕
作
に
従
事
す
る
日
数
が
年

間
お
お
む
ね
60
日
以
上
の
方

問
選
挙
管
理
委
員
会
☎
43
・
５
０
０
４
、

　

農
業
委
員
会
☎
43
・
５
０
２
９

男女共同参画入門セミナー・
市民のつどい
　「男女共同参画社会」についての基本的な知識を習得し、

身近な問題として理解してもらうため、南あわじ市と市連合

婦人会、兵庫県等が共催で講座を開設します。（受講無料）

◆定員　各回約50人　

◆申込み　少子対策課☎ 44-3040
※３回シリーズのセミナーですが、１～２回だけの参加も可

開催日 時　間 場　所

１月25日（金）午後７時 三原市民センター１階

１月26日（土）
午後１時30分 沼島総合開発センター２階

午後７時 南淡公民館３階

２月２日（土） 午後７時 西淡第２庁舎１階「集会室」

２月５日（火） 午後７時 緑市民センター３階

回 日程・場所 内　容

１
２月６日（水）
午後２時～４時
南淡公民館

「" わたしらしさと " と＂あなたら
しさ＂」県立大学環境人間学部教授
勝木洋子

２
２月14日（木）
午後２時～４時
西淡保健センター

「暮らしやすいふるさとづくり」
尼崎市立女性・勤労婦人センター所
長　須田和

３
２月27日（水）
午後２時～４時
三原公民館

「いっしょにつくりましょう！明日
のふるさと」県立男女共同参画セン
ター所長中野則子、ほか事例発表

配
偶
者
暴
力
防
止

法
が
改
正

第45回淡路農林水産祭

◆日時　１月15日（火）

　午前10時～午後３時

◆場所　伊弉諾神宮（淡路市）

◆内容　農林水産物の展示即売会、

今年の豊作を占う粥占祭など

問洲本農林水産振興事務所☎26-2099




